
総合原価計算における仕掛品の評価

高 見信 彦

0資料と記号

Na1Na2No.3１
１
１

No.4a資料

’ |数麓 20個20個’30個’30個

直接材料費 100％’100％’100％
6096

期首仕掛品’ 加工饗 50^50#6096
｜I

|直接材料費 Y3,000¥3,000:Y3,000
￥4,000

加工費 Y1,000:Yl.OO0Y1,000

直接材料費 Y12,000Y12,000Y12,000

’
当期製造費用 ￥20,000

加工費 Y8,00OY8,000Y8,000

当期製造着手量 410個’410個400個395個

当期完成品数量 400個’400個400個400個

数艇 30個’30個30個25個

’
1

’
期末仕掛品 直接材料費進

捗
度

100％'’100％’100％
405

加工費’ 409640964096

b記号

c1期首仕掛品原価

Co当期製造費用

C完成品原価

Cz期末仕掛品原価

１

２

Ｑ
Ｐ
Ｑ
Ｑ

期首仕掛品数量

当期製造着手量

完成品数量

期末仕掛品数量

餌
ｕ
Ｃ
Ｃ
期末仕掛品単位原価

完成品単位原価

完成品換算率

ｒ
ｒ
ｌ
２

ｒ
（
〕
ｎ
配

Cu完成品単位原価Qu-期首仕掛品完成品換算量

Q.r期末仕掛品完成品換算量

1仕掛品原価算定の意味

総合原価計算の特色は，期首と期末に若干の仕掛品が残り，その原価が製品原、総合原価計算の特色は，期首と期末に若干の仕掛品が残り，その原価が製品原価の算定に直接

関連を持っていることである。

総合原価計算における完成品の原価と仕掛品の原価との関係はつぎの図（仕掛品勘定）のとお
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りである。

c.

Co

前期から繰り越され

た既知の数値

費目別および部間別

計算によって算出さ

れた数値

C

C=Ci+Co-Co

Co

(v､まだ明らかでない）

期首仕掛品の原価に当期製造費用を加えた合計額を，完成品と期末仕掛品とに配分するのであ
るが，この場合期末仕掛品の原価をさきに算定し，その結果C,＋Co-C｡＝Cにより完成品の原
価を求めるのである。この期末仕掛品の原価の算定を一般に仕掛品の評価という。仕掛品の評価
は完成品原価の算定過程に必然的に附随して行なわれる点に特色がある。
仕掛品の評価にあたり，第1に問題となるのは，仕掛品の完成品に対する仕上り程度（作業進
捗度）を決定することである。仕掛品の仕上り程度は，実地棚卸によって測定されることは少な
く，多分に測定者の主観的判断にまかせられがちである。これは総合原価計算のひとつの欠陥で
ある。しかし，仕掛品の仕上り程度を正確に測定するために，出来るかぎり現場において作業段
階の進捗度を調査したり，作業工程の資料を検討したりする必要がある。いやしくも，利益の少
ないときに過大評価を行ない，あるいは課税上過少評価を行なう等，利益操作の目的から仕掛品
の評価を操作するようなことがあってはならない。

2完成品換算量の把握

仕掛品の仕上り程度の完成品(100̂)に対する比率を完成品換算率という｡完成品に換算さ
れた仕掛品数量を完成品換算量という。

完成品換算量は

a期首，期末ともに仕掛品がないとすれば，完成品数量そのものであり，
b期末のみに仕掛品があるとすれは，期末仕掛品完成品換算量に完成品数量を加えたもので
あり，

c期首のみに仕掛品があるとすれば，期首仕掛品完成品換算鼠に完成品数量（当期に製造着
手し当期に完成した数量）を加えたものである。

完成品換算量の把握には，つぎの方法がある。
a直接法（完成単位法）

第1法

第2法

b間接法(未完成単位法,棚卸法）
それぞれ，つぎの式によって算定する。

直接法（第1法）

期首棚卸高当期に仕上げた数量A
当期に製造着手し完成した数量B

期末棚卸高当期に仕上げた数量C
A+B-i-C
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直接法（第2法）

当期完成品数量

前期作業による分

期末棚卸高当期に仕上げた数逓

Ａ
Ｂ
Ｃ

A-B+C

間接法

期首棚卸高未完成

当期製造着手感
期末棚卸高未完成

『可

資料NU4により完成品換算量の把握を図示してみようoなお，資料にみるように期末仕掛品の

評価にあたって，直接材料費と加工費とに区分して評価するのは，完成品換算量の計算におv､て
直接材料費と加工費とでは，かならずしも同一の完成品換算量とならない場合が多いからであ
る。直接材料費の完成品換算量の方が，加工費のそれより多くなるのがふつうである。

直接法（第1法）

直接材料費 加工費

’^100^仕上Q
30 400

個|室雑装量||個’
0

一
完
成
品
換
算
斑

P

395

個

当期に
し完成
数量

395
－25

着手
した

個 １
１

個
個

３
＋370個

Q21100％仕上

Ｊ

’’
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ｑ
訓
個

P

395

個

60％仕上

一再や一一一■1画一一一一凸一一q■＝＝－－－口

40％未完成
当期に仕上
げた数量
12個

Q

400

個

唖
妬
個

40％仕上
当期に仕上
げた数量
10個

60％未完成

個

一
誘
品
換
算
量
廻
、
皿
３
＋

392個



直接法（第2法）

直接材料費 加工費
－－

Q 60％仕上
前期作業に
かムる数量

当期に仕上

げた数量 30400

げた数量｜|個｜かよる数量 個個個 18個400個
400個 30個 －

一一一q■画鍾一仁一ｰ－4■一I■■1■唾q■再＝■■軒

個

個

完
成
品
換
算
量
卯
鵡
加

４
一
十

P

個

完
成
品
換
算
量
畑
却
趨
獅

395
昼

個個

Q豊|茎雛左上100％仕上
当期に仕上
げた数量 25げた数量

10個
個25個 一一一

●一一一一ニーーーー一一一一一一＝一一

6096未完成
’

間接法

直接材料費 加工費

万r｢~諺仕上Q ’
１

１
１

’
Qi Q
100％仕上

4003040030

一
完
成
品
換
算
鐙

個個｢砿呆莞慶一I
個個 未完成

、
12個

p Ｐ
班
個

完
成
品
換
算
量

垂

1
12個

鷲’ ＋395

－15
－

392個■
Ⅱ
８
８
８
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
！
■
Ⅱ
■
申
６
■
Ⅱ
Ｔ
１
Ｕ
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
ｌ
０
Ｌ
９
６
Ⅱ
ｈ
０
Ｌ
Ｏ
ｂ
■

’ 395個
－1

40%仕上’Q2
100̂ 仕上

25
未完成

個

’
0

’
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3期末仕掛品原価の算定における期首仕掛品原価の取扱

期末,仕掛品の評価に際し，原価要素のv､かなる範囲までを対象とするか，すなわち期末仕掛品

に含まれる全部の製造原価を基礎として評価するか，または一部の原価要素を基礎とするかによ

って，全部原価法，一部原価法，無評価などの方法がある。また期末仕掛品評価にあたり期首仕

掛品原価をいかに取り扱うかによってつぎの方法がある。

平均法

先入先出法

後入先出法

以下これらについて考察してみよう。

a平均法

期首仕掛品原価と当期製造費用の合計額とを，完成品と期末仕掛品とに按分する方法であ

る。したがって，期首仕掛品原価は完成品と期末仕掛品の両方に関係することになる。平均法

は期首仕掛品原価と当期製造費用とが合計されてひとつの単価が算出されるので，後記の計算

例のように期末仕掛品の完成品換算量の単位原価と完成品の単位原価とは同額となり，この点

計算は簡単であるが，期首仕掛品に含まれる原価とその完成品換算量をも混合するので，純粋

な計算法とはいえない。

本法では期首仕掛品の数量や

仕上り程度の資料を必要とし

なv,。

①材料が製造の進行につ

れて消費される場合

仕掛品の完成品換算量と

完成品数量とで按分する。

(Ci+Co)×百号毛蚕=02
』̂-=C2U
Q2r

②材料が製造着手のとき

だけ消費される場合

この場合は直接材料費に

関しては仕掛品といえども

完成品と同じであるから換

算率は'00％であるOすな

-Ci 一C－
｜
且
Ｆ
３

■■■bﾍｰｰｰｺ､－

ｲ...､‘

○

一
一

｢ －訓Q-Co

一■

r-C2

^QaCr)
！

■一一－一一一二＆。

わち仕掛品数量と完成品数量とで按分する。

(Ci+Co)×可烏喜=C2
-&-=C2U
Q2

(Ci+Co)-C2=C

号=“
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C2U=CU

なお期首仕掛品のない場合はつぎのようになる。

①c･×Q+Qzr̂

②Co×両完了=C2
<資料No.2による計算＞

直接材料費

(Y3,000+Y12,000)×而畏可-Yl.046.51
加工費

(Y1,0OOH-Y8,000)×面課器念-=¥262.13
期末仕掛品原価

F

￥1,046.51＋墓262.13＝認1,308.64

=cCt+Co-C2

c÷Q=CuC2÷Q2(r)=C2U

¥3,000¥12,000¥1,046.51 |¥13,95349

I直接材料費 ￥13,953.49
400
＝￥3哩.883lll辿器窒誕"‘｜

YI.OOoIyS.0Oo'v262.13;¥8,737.87

’

薯8,737.87
400ｌ

‐

加工‘費

＝￥21.8441

－

b先入先出法

期首仕掛品はすでに工程に投入されて製造加工中であり，当期の作業ではまずこれらの期首

仕掛品をすべ会て完成したものと考える。すなわち当期におv､て最も早く完成品になるのは期首
仕掛品であると考えるのである。このように先入先出法では期首仕掛品原価はすべて完成品に
算入され，期末仕掛品原価の計算には関係ないものとされる。したがって期末仕掛品はもっぱ

ら当期製造費用がら構成される。先入先出法は一原価計算期間に発生した総製造費用を，当該
期間の完成品換算量で割る純粋な計算法といえる。

ﾛ可
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平均法と異なり本法では期首

仕掛品の数量，仕上り程度の資

料を必要とする。

①Co×Q-Qir+Ckr̂
分母……当期に維枠にな

された作業総量

Q-Qir…完成品数量の

うち当期正味

作業量

w=^

②Co×q二等fQ2̂
SL-=C2U
Q2

C,-!-(Co-C2)=C

--=*

r-C－司
Qi(r) 封

門 QpCo－可

p

-Cs－－I

L－訓Gbcn

く資料No.2による計算＞
直接材・料費

30

¥12,000×400-20+30*̂．04
加工費

30×0．4

￥8,000×400-20×0.5+30×0.4
＝￥238.80

期末仕掛品原価

￥878.04＋墓238.80=¥1>116.84

例外………Qi(r)>Qの場合

r－C－司｢-Ci－可

Gb(n－1Q

－I
一一一一一一一一目

Qi(r)一Q

ア

QaCr)
P －ア

Pー一一一－
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期末仕掛品原価は当期製造費用だけでなく期首仕掛品原価の影響も受ける。

Co+C典×苓舌Lc，
c後入先出法

当期に仕込まれた材料の方が期首仕掛品よりも先に完成品となり，期首仕掛品はそのまム期
末仕掛品として残るという考え方である。すなわち，当期の完成品は当期に仕込んだ材料を当
期に加工したものであるとみなすのである。この場合は後述するように，期首と期末における
仕掛品の数量が原価に関係してくる。後入先出法は価格変動を現在価値に反映させるために，
完成品原価をできるだけ当期に発生した費用をもって評価することを目的としている。しかし

この方法ではコストの流れが物の流れに従っていないだけでなく，当期業績を純粋に把握す
る管理会計の目的に反している。

Qi(i-)<Q2(r)の場合

｢Ci1

Q川ト
｢一Co－－可

r－C－．－，

－斗Q

rI、

r-C2

－－今
QaCr)

一ー－－－面F一
一ー一一一壷一一一

ｉ
Ｉ

、

Q2(r)-Q,(r)
亥

期首仕掛品はそのまょ期末仕掛品として残り,超過分(Q2(r)-Qi(r))は当期の作業の仕

掛であるとみる。すなわち，期末仕掛品は期首仕掛品原価の総額と当期製造費用によって計算

された超過分とを負担することとなる。当期製造費用負担分の計算については，先入先出法と

同じで当期の純粋の完成品単位原価が算出される。
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①Ci+Co×Q馬憂銘江r=̂
Co×雨謡湖iO…当期雌費周負担分(純粋の当期緋業量）
C2_=C2U
Q2r

②Ci+Co×Q+%2-Qi)̂
旦皇=G2U
Q2

Co－(C2-Ci)=C

-C-=Cu

＜資料No.2による計算＞
直接材料費Qi<Q2

¥3,000+¥12,000×400蛎空̂=¥3,292.68

｡

加工費QiT<;Q2r

薯,,000+薯8,000×400鞭肪湾脇5）
期末仕掛品原価

¥3,292.68+¥1,039.80=¥4,332.48

Qi(r)=Q2(r)の場合

＝￥1,039.80

『－－C－－1r－Ci1 先入先出法にもとずく純粋の完

成品単価が算出される。

①Ci+Co×Q端憂銘sr̂
Cl=C2

または

Ci×-tr̂
/.Ci=C2

－旦三=C2U
Q2r

②c世十Co×Q臨艶̂
．.．Cl=C2

または

Ci×筈-亀
．.．c,＝C2

-&-=C2U
Q2

し
QⅧ(r）|－
’ I

Q~－~~了－
pCo－－1

it－－－_」’
一

|~C2li－C2－
L-̂Q2(r)

’
一＝r－－E申三一一
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Ci+Co-C2=C

、.、Co=C

-̂ ・
く資料No.1による計算>Q

期末仕掛品原価

¥4,000+¥20,000x

Qir=Q2r

30×0．4－20×0.6

400+(30×0.4-20×0.6)
＝￥4，000

または

￥4,000×糸M=¥4.goo
Qi(r)>Q2(r)の場合

｢c
｢－C－1－

、

ｰ一
一

Qi(r)

Q
一ーーー■■■■■■■一一

Qi(r)-Q2(r) 小一ラ
〆

ĉo－4l

巳

I

期末仕掛品は至部期首仕掛品から構成されているとみる。不足分(Qir-Qar)は期末仕掛
品原価から除かれて完成品原価に算入される。期末仕掛品は期首仕掛品原価をそのま上数量
に比例し､て負担するのである。この場合は当期の純粋の完成品単価は算出されなV、。

①Ci×_ir-̂
-旦旦一=C2U
Q2r

②Ci×号=C2
-&-=C2U
Qz

Co+(Ci-C2)=C
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Tゆ

-e-=cu

く資料No.3による計算＞
直接材料費Qi=Q2

薯3,000+薯12,000×4而碧謡30)~¥3'000
または

¥3,000×器=¥3,000
加工費Qir>Q2r

Y',000×:淵芸=¥800
期末仕掛品原価

¥3,000+¥800=¥3,800

<資料No.4による計算＞

直接材料費Qi>Q2

¥3,000×器=¥2,500
加工費Qir>Q2r

瓢,000淑綴器-¥55556
期末仕掛品原価

￥2,500＋認555.56＝￥3,055.56

4平均，法，先入先出法および後入先出法の比較

材料の原価による消費価格計算法として，平均法，先入先出法，後入先出法などがあるが，こ
れは市価の変動を購入単価の上にv､かに反映するかの区別である。これらの方法のうちいずれを
選ぶかは↓市価の変動を消費価格と在庫品評価の上にいかに反映するのが合理的かという点から

決定される。

これに対し総合原価計算法としての平均法，先入先出法および後入先出法は，一原価計算期間

の工程（部門）の業績を前期の業績と区別して純粋に表示するかどうかの区分である。

a平均法

期首仕掛品原価と当期製造費用とを混合して平均原価を求める不純な計算法である。

しかし計算が簡単であるという実際上の便宜から平均法も相当に行なわれている。

b先入先出法

①当期製造費用を当期の完成品換算量で割る純粋な平均法で，原価計算理論上，平均法
よりはるかにすぐれている。当期の製造費用が当期の作業量と対比される点に特徴があ

る。

③経営分析のためには材料の消費価格計算についてもこの方法を用いることが望まし

V、。

③物の流れとコストの流れは同じで(goodsflowcostflow),仕掛品の実際移転の

関'係をきわめて自然にあらわしている。
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F

今

唾

④当期着手による完成品原価と，期首仕掛品の加工による完成品原価とを区分して計算
すれば，より徹底した先入先出法となる。

⑤平均法による場合は，期首仕掛品原価は直接材料費と加工管に区別されてv,なければ

ならないが，先入先出法による場合は，期首仕掛品原価が要素別に区別されてv､なくて

も，期末仕掛品原価を直接材料費と加工費に区分計算することが可能である。
c後入先出法

①完成品原価をできるだけ当期に発生した費用をもって評価することを目的としてv，
る。

②コストの流れが物の流れに従っていない。すなわち，棚卸資産会計の正しさというこ
とに主眼をおいている。

③また，価格変動による要素を損益計算か1つ排除しようとする。価格変動を現在価値に

反映させるためには，あまり短かい原価計算期間でするより，むしろ一会計年度を適用

する方がよい。この場合は，月次には他の方法による原価配分（たとえば先入先出法）
を行なうことにして差し支えない。

④当期業績を純粋につかむという管理会計の目的に反してv,る。アメリカの原価計算書
では後入先出法を取り上げていない。

⑤Qi=Q2およびQi<Q2の場合は，先入先出法にもとずく当期の純粋の完成品単価が算

出されるが,Qi>Q2の場合は，当期の純粋の完成品単価は算出されないo後入先出法
は期首と期末の仕掛品が大体において等しい場合には，当期完成品の原価は当期の経営

入先出法はQi=Q2またはQi<Q2

3 最初にできた仕掛品がいつまでも

能率を正確に反映する長所がある。したがって，後

を条件としなければな1つない。

⑥後入先出法を仕掛品原価の計算に適用することは

仕掛品として残るとの仮定に立つものであって，後

する場合と異なりや上不自然である。したがって一

用しない。．

であって，後入先出法を材料や製品や商品に適用

したがって一般に仕掛品原価の計算にはこれを適
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